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物質・生命科学実験施設 ハドロン実験施設

ニュートリノ実験施設

核変換実験施設
(第Ⅱ期)

50GeV シンクロトロン

3GeVシンクロトロン
リニアック

（線形加速器）

中央制御棟

３種類の加速器施設と ３つの実験施設

2009年7月16日撮影

1000 m

ミクロの世界を探る粒子強度最前線

敷地面積：65 ha



大出力の陽子加速器群

 リニアック（線形加速器）
− 長さ：249 m (125 m)

− 加速エネルギー：400 MeV (181 MeV)、光速の71% (55%)

− 加速された陽子を3 GeVシンクロトロンに陽子を入射

 3 GeVシンクロトロン（RCS）
− 周長：348 m

− 加速エネルギー：3 GeV、光速の97％

− ビーム出力：1 MW (0.30 MW)

− 90%~95%の陽子を物質・生命科学実験施設に供給

残りの陽子は50 GeVシンクロトロンに入射

 50 GeVシンクロトロン（MR）
− 周長：1,568 m

− 加速エネルギー：50 GeV (30 GeV)、光速の99.98% (99.95%)

− ビーム出力：0.75 MW (0.23 MW)

− ハドロン実験施設、ニュートリノ実験施設に陽子を供給

（）内の数字は現在の値

J-PARCの加速器施設

J-PARCの実験施設

多彩な二次粒子を用いた幅広い研究、開発

 物質・生命科学実験施設（MLF）
− 世界最大強度の中性子とミュオンをプローブとして利用

− 物質の構造や性質、生命物質の機能等の研究、産業応用

 ハドロン実験施設（HD）
− K中間子、パイ中間子などを生成し利用

− 原子核の構造や素粒子の性質を研究

 ニュートリノ実験施設（NU）
− 大強度のニュートリノを生成

− 岐阜県神岡にあるスーパーカミオカンデとの間でニュート
リノ振動実験

 核変換実験施設、第Ⅱ期
− 中性子による放射性廃棄物処理実現へ

− 加速器駆動の核変換技術の研究、開発
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JAEAでは、 J-PARC センターは
１１研究開発拠点の一つ

ﾒﾝﾊﾞｰは両機関の代表と
J‐PARCｾﾝﾀｰ長で構成

ＫＥＫ機構長
原子力機構

理事長

事業計画(案)、資金計画
(案)、等を提出合意

合意事項の尊重 合意事項の尊重

J-PARC運営会議

利用者協議会

国際諮問委員会

J-PARCセンター

量子ビーム応用
研究部門

J-PARCの運営組織

各実験施設と最近の成果



16 July 2009

物質・生命科学実験施設

146m x 70m

物質・生命科学実験施設（MLF）

パルス当たりの中性子強度

J‐PARCが世界一に！

単位： 1012 n/(sr・pulse)
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JSNS 結合型減速装置



英国ISIS

物質・生命科学実験施設（MLF）

パルス当たりのミュオン強度も世界一！

施設名 1パルスあたりのミュオン数
（括弧内は陽子ビーム出力）

J‐PARC MLF（Uライン） 2,500,000個 (212 kW) 2012年11月

J‐PARC MLF（Dライン）
72,000個

180,000個

(120 kW)
(300 kW)

2010年3月

英国ISIS
（ラザフォード・アップルトン研究所）

30,000個 (160 kW)

中性子源

陽子ビーム

MLFの中性子実験装置

高分解能型チョッ
パー分光器 (KEK)

工学材料回析装
置(JAEA)ソフト界面解析装置

(KEK)

大強度型中性子
小中角散乱装置
(JAEA：共用)

冷中性子ディスクチョッ
パー型分光器

(JAEA)

中性子源特性試
験装置 (JAEA)

4次元空間中性子
探査装置

(JAEA, KEK, 東北大
：共用)

茨城県材料構造
解析装置
(茨城県)

超高分解能粉
末回折装置

(KEK)

超高圧中性子回折装置
(東大, JAEA：共用)

高強度全散乱装置

(NEDO, KEK)

試料垂直型偏極中性子
反射率計 (JAEA：共用)

特殊環境微小単結晶中
性子構造解析装置

(JAEA：共用)

特殊環境中性子回折装置
(KEK,京大,NEDO) 茨城県生命物質構

造解析装置
(茨城県)

中性子核反応測定装置

(東工大, JAEA, 北大)

中性子光学基礎物理
実験装置(KEK)

ダイナミクス解析装置(DNA)
(JAEA：共用)

ミュオン源

中性子実験装置：18台が稼働 （3台が建設中）



アミロイド疾患の原因物質トランスサイレチンの結晶構造解析

水素結合ネットワークからpHに依存するアミロイド繊維化の解明へ

トランスサイレチン（TTR）の中性子構造
解析を行い，水素原子を含む水分子の
方向性を決定（黄色い点線は水素結合）

低pHで水分子ネットワークの部
分が影響を受け、タンパク質集合
体構造が壊れる事が判明
（黄色の破線は水素結合 ）

発表論文：アミロイド症の原因タンパク
質 の 構 造 解 明 、 J. Struct. Biol. 177
(2012) 283
→専門家による生物医学分野論文の

トップ2%の優秀論文に選ばれた。
中性子は水素がよく見える！

茨城県、茨城大学、富山大学

物質・生命科学実験施設（MLF） BL03 (iBIX) 
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新しいセラミックス
リチウム電池材料

東工大、豊田自動車、ＫＥＫ
「Nature Materials」2011年7月31日号掲載

これまでの
有機電解液

セラミックス電池の開発

結晶構造

P42/nmc (137); a = 8.69407(18) Å, c = 12.5994(4) Å 

ブラッグ反射
による結晶
構造解析

日本経済新聞の朝刊1面に
リチウム電池が掲載

その一例として、紹介された。

物質・生命科学実験施設（MLF） BL08(SuperHRPD) 
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中性子・ミュオン実験：物質・生命の機能性のルーツを原子や電子の動きや構造から解明

NOVA@J-PARC

パリ・エジンバラ型
高圧容器

X線回折X線回折中性子回折中性子回折 ミュオンスピン回転・緩和ミュオンスピン回転・緩和

鉄系超伝導体で島状超伝導の発見

超伝導相

磁性相

高圧で新しい水素構造の発見

局所電子状態を見る

水素の位置を知る

13万気圧→常圧

コバルト原子
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ZF 100K

ZF 2K

LF 5mT, 2K

Ca(Fe1-xCox)AsF

x = 0.150

TF 2K

S. Takeshita et al., Phys. Rev. Lett. 103, 027002 (2009)

物質・生命科学実験施設（MLF）

BL21(NOVA) 

Muon D1 

新しく発見

物質・生命科学実験施設（MLF）実験課題申請の状況
− 震災の影響で減少した2011B 期を除き、順調に増加

− 2012B 期は、同A期の50％増の課題申請あり

2012B

MLFでの実験課題

震災により142件がキャンセル
このうち38件が外国等の実験
施設で実施された。



MLFへの陽子ビーム運転記録（3月末まで）

物質・生命科学実験施設（MLF）

16 July 2009

ハドロン実験施設

60m x 56m



ハドロン実験とは、MRからの取り出しビームで
生成した二次ビーム（π中間子、K中間子）を用

いて行う素粒子・原子核実験群の略称で、
ミューオンを用いた実験も広い意味で含む。

ストレンジネス核物理
ハドロン物理

K稀崩壊(CPの破れ）

ハドロン質量

μ-e変換実験

ハドロン
ペンタクォークの探索。生成断面積に
強い制限を与えた。
Physical Review Letters誌に掲載：

ハドロン
ペンタクォークの探索。生成断面積に
強い制限を与えた。
Physical Review Letters誌に掲載：

PRL109,132002 (2012)

J-PARC E19実験

ハドロン実験施設（HD）

16 July 2009

60m x 56m

ニュートリノ実験施設



神岡町
（岐阜県）

東海村
（茨城県）

タウニュートリノ ミューニュートリノ

(295km)

J-PARC
大強度陽子加速器

神岡町
（岐阜県）

東海村
（茨城県）

タウニュートリノ ミューニュートリノ

(295km)

J-PARC
大強度陽子加速器J‐PARC

神岡
（岐阜県）

ニュートリノ実験施設（NU）
電子
ニュートリノ

タウ
ニュートリノ

ミュー
ニュートリノ

ニュートリノは3つの
タイプの間で振動

岐阜県神岡のスーパーカミオカンデに向けて
ニュートリノを発射

ミューニュートリノが電子ニュートリノに変
身（振動）するか？

スーパー
カミオカンデ

ミューニュートリノ電子ニュートリノ

第１世代と第３世代のニュートリノ
混合角を世界で初めて測定

５００名余の国際実験チーム
（日本人は７０名）

（岐阜県飛騨市）
40 m

光電子増倍管でチェ
レンコフ光を検出

電子との衝突でチェ
レンコフ光を発生 T2K実験

11個の電子ニュートリノ候補を検出

振動が起こらない(13=0)と仮定した場合

、観測されると予想される電子ニュートリ
ノの数（バックグランド）は、 3.22±0.43

ニュートリノ振動が起こっているという
仮説が正しい確率は、99.92% （3.2に
相当）

IIV International Conference on Neutrino Physics and Astrophysics (Neutrino2012) で発表

英国のPhysics World 2011年の
十大成果の一つに選定

ニュートリノ実験施設（NU）

黒丸が観測された電子ニュートリノ
棒グラフはシミュレーションの結果

ニュートリノエネルギー (MeV)

事
象

数

観測された電子ニュートリノのエネルギー分布

これまでの物理の理論を書き換える発見

ミューニュートリノが電子ニュートリノに“振動”した兆候をキャッチ



– 3月末で累積POTを～6×1020 POTに到達の見

込み（POT：プロトン オブ ターゲット）

– 7月末までに8×1020 POTを達成し、電子

ニュートリノに変化する確率を5σ（99.99999）
にし、発見事象とする計画は順調に進展

累積のDelivered POT と POT/day

ニュートリノ実験施設（NU）

3月末までの運転状況 青色が予想、紫色が実績2月下旬よ
り実績が予想を超え始めた。

黒枠が運転時間予定。青色が運転実績。
その他の色はトラブル停止時間。 ビーム出力上昇で予定を上回る。

16 July 2009

60m x 56m

核変換実験施設（第Ⅱ期）



高レベル
廃棄物

原子力発電所・再処理施設

地層処分(数万年〜)

核変換処理をしないと･･･

群分離

長寿命核種

短寿命核種

技術の最先端 － 核 変 換 技 術 研 究 －

核変換処理

陽子加速器

未臨界炉で中性子を増倍

陽子

ターゲット

原子核に中性子が入り
込むと、別な原子核に
変換してしまう

短寿命核種

地層処分
（数百年）

核変換処理すれば･･･

管理期間短縮、
処分場所面積の削減

核変換実験施設（TEF）

核変換実験施設（TEF）

 中性子を用いて放射性廃棄物の環境負荷を低減する技術
の開発を推進

 加速器駆動システム（Accelerator Driven System）の実験施
設の設計が急ピッチで進む

ADSターゲット試験施設
TEF‐T

ADS用核破砕ターゲットや
構造材料の技術開発を実施

核変換物理実験施設
TEF‐P

ADSの未臨界炉心の物理的
性質や運転制御特性を把握

臨界集合体

核破砕ターゲット陽子ビーム
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調整中
120 kW
定常

3 GeV
に対する
期待値

MR
30 GeV

に対する
期待値

200 kW 定常

MR 115 kW 定常

大震災

145 kW 定常

運転開始

現在：300 kW 定常
パルス当たり350kW相当

現在：220 kW 定常

加速器出力の推移 震災前と現在
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J‐PARCユーザーの統計

震災復旧
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建設費

運転費
5サイクル

6サイクル

8サイクル 6サイクル

6サイクル

JAEAの目標

KEKの目標

建設開始 建設終了

震災復旧予算

平成24年度補正予算

2000          2001    2002      2003     2004      2005     2006      2007      2008     2009     2010      2011      2012   2013  

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

J‐PARC予算の推移

特定先端大型研究施設の共用の促進に関する法律の適用

総 額 162.95億円
JAEA 87.17億円
KEK 75.78億円

加速器
3,272,889

MLF
2,711,482

業務委託
1,517,800

J‐PARCセンター平成25年度予算概要



センター長

池田 裕二郎：J

副センター長

副センター長

加藤 崇：J

齊藤 直人：K

素粒子原子核ディビジョン

L新井 正敏:J
SL 瀬戸 秀紀：K
SL 二川 正敏： J

L田中 万博:K 
SL 小林 隆：K

L小島 公人 ：J
SL池田 崇：K ユーザーズオフィス

低温セクション

中性子源セクション

中性子利用セクション

中性子基盤セクション

ミュオンセクション

L小栗 英知：J

L金正 倫計：J

SL小関 忠：K
L長谷川 和男：J

加速器第一セクション

加速器第二セクション

加速器第三セクション

加速器第五セクション

加速器第六セクション

L大内 伸夫：J

L菊池 一夫：J

L山本 昇：K

L内藤 富士雄：K

L高田 弘：J、SL春日井好己：J

L神山 崇：K、SL川北 至信：J

L曽山 和彦：J

L三宅 康博： K 

L大井川 宏之：J、SL佐々 敏信：J

L荻津 透：K、SL槙田 康博：K

L宮本 幸博：J、SL沼尻 正晴：K

L木原 武弘：J、SL中根 佳弘：J

L （兼）池田 崇： K 、SL森田 久夫 ： J 

L竹内 重利： J 、SL児玉 猛： J 

SL國府田 一成： K 

安全ディビジョン

業務ディビジョン

L三浦 太一：K
SL中島 宏：J

利用業務セクション

一般安全セクション

放射線安全セクション

運営推進支援セクション

広報セクション

総務セクション

情報システムセクション

物質生命科学ディビジョン

加速器ディビジョン

加速器第四セクション

核変換セクション

L坂元 眞一：J

L真鍋 篤：K SL五來 一夫：J 

L吉川 博：J

センター長付きメンバー
・J-PARCアドバイザー 永宮 正治 J
・中性子アドバイザー 加倉井和久 J
・安全アドバイザー 柴田 徳思 K
・国際アドバイザー 大須賀鬨雄 K
・国際推進役 渡邉由美子 J

加速器第七セクション

L堀 洋一郎：K

共通技術開発セクション L相澤 一也： J、SL 奥 隆之：J 

J‐PARCセンター平成25年度体制

• 大強度の陽子加速器
– ビーム強度は世界トップクラス

– 高い安定性、稼働率

• 多目的の研究施設
– 幅広い分野での研究を展開、素粒子物理、原子核物理、

物質科学、生命科学、産業応用・技術開発
着々と新しい成果

– 産業界からの利用が増加

– 世界に開かれた研究施設へ

• 平成25年度実施計画
– 加速器増強の実施（6ヶ月利用運転停止）

– 300kW以上での6サイクルの利用運転の実施

まとめ


